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●
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
発
表

二
○
○
六
年
一
○
月
五
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

中
央
銀
行
（
＝
中
銀
）
は
、
銀
行
の
統
合
・
合
併

を
通
じ
て
銀
行
部
門
の
機
能
向
上
を
図
る
政
策
パ

ッ
ケ
ー
ジ
を
発
表
し
た
（Paket K

ebijakan Per-

bankan O
ktober 2006

＝Pakto 2006

）。
こ
れ
は

二
○
○
四
年
に
発
表
し
た
中
長
期
に
わ
た
る
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
銀
行
部
門
構
想
（A

rsitektur Perbank-

an Indonesia 

＝
Ａ
Ｐ
Ｉ
）
遂
行
の
た
め
の
具
体

的
な
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
あ
る
。

●
二
○
○
四
年
─
銀
行
部
門
再
編
の
青

写
真
（
Ａ
Ｐ
Ｉ
）

Ａ
Ｐ
Ｉ
は
、
一
九
九
八
年
の
銀
行
危
機
に
よ
っ

て
大
き
く
打
撃
を
受
け
た
銀
行
部
門
の
再
建
が
あ

る
程
度
終
了
し
た
段
階
で
の
、
さ
ら
な
る
銀
行
部

門
の
強
化
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ａ
Ｐ
Ｉ

は
以
下
の
六
つ
の
柱
①
健
全
な
銀
行
構
造
、
②
効

率
的
な
管
理
シ
ス
テ
ム
、
③
効
率
的
で
独
立
し
た

監
督
シ
ス
テ
ム
、
④
強
固
な
銀
行
産
業
、
⑤
適
切

な
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
、
⑥
預
金
者
保
護

か
ら
な
る
。

Ａ
Ｐ
Ｉ
は
銀
行
部
門
に
関
す
る
中
長
期
的
な
青

写
真
で
あ
る
が
、
そ
の
青
写
真
に
向
け
て
ど
の
よ

う
に
銀
行
部
門
を
再
編
し
て
い
く
の
か
、
具
体
的

な
政
策
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
そ
れ
自
体

で
は
、
今
後
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
銀
行
部
門
が
ど
の

よ
う
に
変
化
す
る
の
か
は
、
不
明
瞭
な
ま
ま
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
の
発
表
に
よ
っ
て
中
銀

は
、
長
期
的
視
点
に
立
ち
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
銀
行

シ
ス
テ
ム
を
健
全
な
も
の
へ
と
大
き
く
変
え
て
い

く
と
い
う
強
い
意
志
を
示
し
た
と
も
い
え
る
。

Ａ
Ｐ
Ｉ
の
目
的
の
中
で
最
も
鮮
明
な
の
は
、
銀

行
数
の
削
減
で
あ
る
。
銀
行
危
機
以
前
に
は
二
四

○
行
の
商
業
銀
行
が
存
在
し
、
そ
の
整
理
統
合
の

必
要
性
は
、
危
機
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
危
機
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
に
よ
り
閉
鎖
、

統
合
、
合
併
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
現
在
の
一
三
一

行
に
減
少
し
た
も
の
の
（
二
○
○
六
年
六
月
現

在
）、
経
済
規
模
に
比
較
す
る
と
ま
だ
削
減
の
余

地
は
大
き
い
。
そ
こ
で
Ａ
Ｐ
Ｉ
は
、
資
本
力
の
な

い
脆
弱
な
銀
行
群
を
整
理
し
、
自
己
資
本
の
拡
充

と
、
統
合
・
合
併
に
よ
る
経
営
基
盤
の
強
化
を
推

進
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

●
二
○
○
五
年
─
自
己
資
本
の
規
定

二
○
○
五
年
初
め
、
中
銀
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

銀
行
が
二
○
○
八
年
ま
で
に
バ
ー
セ
ル
Ⅱ
（
新
Ｂ

Ｉ
Ｓ
規
制
）
を
遵
守
す
る
こ
と
を
表
明
し
、
そ
れ

に
向
け
た
規
則
を
七
月
に
発
表
し
た
（
中
央
銀
行

規
則
第
七
／
一
五
号
（7/15/PB

I/2005

））。
最
低

自
己
資
本
に
関
す
る
こ
の
規
則
は
、
商
業
銀
行
は

二
○
○
七
年
末
ま
で
に
自
己
資
本
（
払
込
金
資
金

と
法
定
準
備
預
金
の
合
計
）
を
八
○
○
億
ル
ピ
ア

以
上
に
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
二
○
一
○
年
ま
で
に

は
一
○
○
○
億
ル
ピ
ア
以
上
に
す
る
こ
と
を
定
め

た
（
図
１
）。
二
○
○
六
年
六
月
時
点
で
、
一
○

○
○
億
ル
ピ
ア
に
満
た
な
い
銀
行
は
四
二
行
、
八

○
○
億
ル
ピ
ア
に
満
た
な
い
銀
行
は
三
二
行
あ
る
。

し
か
し
、
一
年
前
の
二
○
○
五
年
六
月
時
点
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
六
八
行
、
五
九
行
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

一
年
を
か
け
て
多
く
の
銀
行
が
資
本
を
増
強
し
た

こ
と
が
わ
か
る
。
中
銀
の
意
図
は
こ
の
基
準
を
満

た
す
た
め
に
中
小
銀
行
が
統
合
す
る
こ
と
に
あ
る

が
、
銀
行
側
は
統
合
よ
り
も
自
己
資
金
に
よ
る
資

本
の
増
強
の
方
を
好
ん
で
い
る
と
み
ら
れ
る
。

●
二
○
○
六
年
─
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

二
○
○
五
年
の
自
己
資
本
に
関
す
る
規
則
に
続

き
、
中
銀
は
二
○
○
六
年
一
月
に
政
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
を
発
表
し
た
（Paket K

ebijakan Perbankan 
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は
、
収

益
資
産
に
関
す
る
規
定
や
、
企
業
統
治
に
関
す
る

規
定
な
ど
、
銀
行
部
門
の
基
盤
の
強
化
と
資
金
提

供
の
役
割
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
に
続
く
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
、

Pakto 2006

が
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。Pakto 

2006

は
、
一
四
の
中
央
銀
行
規
則
か
ら
な
る
が
、

そ
の
主
眼
は
、
単
一
持
ち
株
政
策
（Single Pres-

ence Policy

＝
Ｓ
Ｐ
Ｐ
、K

ebijakan K
epem

ilikan 

Tunggal pada Perbankan Indonesia

）
と
銀
行
の

統
合
・
合
併
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
導
入

で
あ
る
。

●
単
一
持
株
政
策
（
Ｓ
Ｐ
Ｐ
）
の
導
入

Ｓ
Ｐ
Ｐ
で
は
、
中
銀
は
一
団
体
が
二
行
以
上
の

銀
行
を
保
有
す
る
こ
と
を
、
以
下
を
除
い
て
禁
じ

て
い
る
。
例
外
と
な
る
の
は
、
①
支
配
株
主
が
異

な
る
原
理
に
よ
っ
て
銀
行
業
を
行
う
場
合
、
例
え

ばB
ank M

andiri

とB
ank M

andiri Syariah

の
よ

う
な
一
般
商
業
銀
行
と
イ
ス
ラ
ー
ム
銀
行
を
所
有

す
る
場
合
、
②
支
配
株
主
が
二
銀
行
を
有
し
て
い

る
内
、
一
つ
が
合
弁
銀
行
の
場
合
、
③
支
配
株
主

が
銀
行
持
株
会
社
（
銀
行
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
カ
ン

パ
ニ
ー
）
を
設
立
し
、
そ
の
下
に
二
つ
以
上
の
銀

行
を
所
有
す
る
場
合
（
そ
の
持
株
会
社
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
国
内
に
設
立
さ
れ
る
こ
と
）、
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
二
行
以
上
の
銀
行
を
所
有
す
る

株
主
の
選
択
肢
は
、
株
式
の
一
部
も
し
く
は
全
部

を
売
却
す
る
か
、
合
併
す
る
か
、
既
存
の
銀
行
を

下
部
に
置
く
持
株
会
社
を
設
立
す
る
か
、
の
い
ず

れ
か
と
な
る
。

中
銀
は
合
併
を
促
進
す
る
た
め
に
、
中
央
銀
行

規
則
第
八
／
一
七
号
（8/17/PB

I/2006

）
で
合
併

に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
こ
と
を
定

め
た
。
具
体
的
に
は
、
統
合
や
合
併
を
行
う
銀
行

に
は
、
①
外
国
為
替
銀
行
に
な
る
た
め
の
許
可
を

と
り
や
す
く
す
る
、
②
中
銀
へ
の
支
払
準
備
金
を

当
面
緩
和
す
る
、
③
統
合
・
合
併
に
よ
る
信
用
供

与
制
限
枠
を
超
え
た
貸
出
分
の
処
理
に
か
か
る
期

限
に
猶
予
を
与
え
る
、
④
支
店
新
設
許
可
を
取
得

し
や
す
く
す
る
、
⑤
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に

関
す
る
費
用
の
一
部
を
返
済
す
る
、
な
ど
の
優
遇

措
置
が
与
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
優
遇
措
置
が
統
合
・
合
併
を
促
す
も

の
と
期
待
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
支
店
を
持
た
な

い
小
規
模
な
銀
行
が
多
い
た
め
外
為
銀
行
に
な
る

こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
少
な
い
。
ま
た
税
金
面
で
の

優
遇
措
置
が
政
府
か
ら
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
二
○
○
六
年
一
二
月
時
点
で
は
統
合

を
望
む
中
小
銀
行
は
五
行
程
度
し
か
な
い
。

●
銀
行
の
統
合
・
合
併
お
よ
び
買
収

優
遇
措
置
の
効
果
は
ま
だ
多
く
は
望
め
な
い
と

し
て
も
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
の
も
と
で
今
後
銀
行
の
統
合
・

合
併
の
動
き
は
活
発
化
す
る
と
み
ら
れ
る
。
現
在

あ
る
一
三
一
の
商
業
銀
行
の
内
訳
は
、
国
営
銀
行

五
行
、
地
方
開
発
銀
行
二
六
行
、
民
間
銀
行
七
一

行
（
外
為
銀
行
三
四
行
、
非
外
為
銀
行
三
七
行
）、

合
弁
銀
行
一
八
行
、
外
国
銀
行
一
一
行
で
あ
る
。

中
銀
は
二
○
一
○
年
ま
で
に
銀
行
数
を
最
大
八
○

行
に
減
ら
し
た
い
と
し
て
い
る
。
削
減
の
対
象
は

民
間
、
国
営
を
問
わ
な
い
。
中
銀
は
現
在
、
約
半

数
の
銀
行
が
資
本
不
足
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

お
り
、
資
本
不
足
の
銀
行
が
増
資
や
統
合
・
合
併

な
ど
を
行
わ
ず
に
二
○
○
八
年
ま
で
に
依
然
と
し

て
資
本
不
足
で
あ
る
場
合
は
、
中
核
銀
行
（
ア
ン

カ
ー
バ
ン
ク
）
が
吸
収
す
る
と
し
て
い
る
。
ア
ン

カ
ー
バ
ン
ク
に
は
、
二
○
○
七
年
末
ま
で
に
一
○

○
○
億
ル
ピ
ア
以
上
の
資
本
を
有
し
、
自
己
資
本

比
率
が
一
二
％
以
上
、
年
間
貸
出
金
の
伸
び
が
二

二
％
以
上
、
不
良
債
権
比
率
が
五
％
（
ネ
ッ
ト
）

以
下
、
第
三
者
向
け
預
貸
比
率
が
五
○
％
以
上
な

ど
経
営
実
績
の
よ
い
銀
行
が
選
ば
れ
る
。

図 1　API の想定する銀行部門構成図

（出所）インドネシア銀行資料より筆者作成。

国際銀行

国内銀行

BPR
業務限定銀行

必要な自己資本の額

BRI 11兆ルピア

Danamon  8兆ルピア

東京三菱
8兆ルピアBNI
6兆ルピア

Citibank 4兆ルピア
地
方
銀
行

そ
の
他

協
同
組
合

Mandiri 21兆ルピア
BCA 14兆ルピア

50兆ルピア

10兆ルピア

1000億ルピア

リ
テ
ー
ル 1000億ルピア以上10兆

ルピア以下＝86行

1000億ルピア以下
＝42行

BPR数＝8950 行
（2006年3月時点）

2006年6月時点
銀行数 131行

(庶民信用銀行)
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●
国
営
銀
行
と
Ｓ
Ｐ
Ｐ

現
在
国
営
銀
行
は
、
国
内
最
大
のM

andiri

を

は
じ
め
と
し
て
Ｂ
Ｎ
Ｉ
、
Ｂ
Ｔ
Ｎ
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
、
Ｂ

Ｅ
Ｉ
と
五
行
が
あ
り
、
五
行
で
全
銀
行
資
産
の
三

七
％
を
占
め
る
。
こ
の
国
営
銀
行
部
門
を
ど
の
よ

う
に
、
Ｓ
Ｐ
Ｐ
に
沿
っ
て
再
編
し
て
い
く
の
だ
ろ

う
か
。
今
後
の
可
能
性
と
し
て
は
、
Ｂ
Ｅ
Ｉ
を
輸

出
決
済
機
関
と
し
、
四
行
を
傘
下
に
お
く
銀
行
持

ち
株
会
社
を
設
立
す
る
か
、M

andiri

が
Ｂ
Ｎ
Ｉ

を
吸
収
合
併
し
た
上
で
、
持
ち
株
会
社
と
な
る
か
、

M
andiri

と
Ｂ
Ｎ
Ｉ
の
政
府
所
有
株
式
を
放
出
し

て
民
営
化
し
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
と
Ｂ
Ｔ
Ｎ
を
統
合
し
開
発

公
社
化
す
る
か
、
国
営
銀
行
は
Ｓ
Ｐ
Ｐ
の
適
用
除

外
と
す
る
か
、
な
ど
が
あ
る
（
参
考
文
献
参
照
）。

二
○
○
五
年
に
は
Ｂ
Ｎ
Ｉ
と
Ｂ
Ｔ
Ｎ
の
合
併
が

取
り
ざ
た
さ
れ
た
が
、
一
般
商
業
銀
行
で
あ
る
Ｂ

Ｎ
Ｉ
と
、
中
低
所
得
者
向
け
住
宅
貸
付
け
を
主
と

す
る
Ｂ
Ｔ
Ｎ
は
機
能
が
異
な
る
と
し
て
、
実
現
し

な
か
っ
た
。
現
時
点
で
は
業
態
が
類
似
し
て
い
る

M
andiri

と
Ｂ
Ｎ
Ｉ
の
合
併
の
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。M

andiri

と
Ｂ
Ｎ
Ｉ
が
合
併
す
れ
ば

全
銀
行
資
産
の
二
六
％
を
占
め
る
大
き
な
国
営
銀

行
と
な
る
が
、M

andiri

が
一
九
九
九
年
に
不
良

債
権
を
抱
え
た
四
つ
の
国
営
銀
行
を
統
合
し
て
設

立
さ
れ
た
経
緯
や
、
現
在
も
二
六
％
（
ネ
ッ
ト
で

一
四
％
）
の
不
良
債
権
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
考

慮
す
る
と
、
同
行
の
合
併
に
は
懸
念
を
い
だ
か
ざ

る
を
得
な
い
。

●
民
間
銀
行
の
買
収
、
合
併

国
営
銀
行
の
行
方
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
Ｂ
Ｃ

Ａ
、D

anam
on

、Perm
ata

、N
iaga

、Lippo

、
Ｂ

Ｉ
Ｉ
な
ど
の
上
位
民
間
銀
行
の
再
々
編
が
ど
の
よ

う
に
進
む
か
も
、
今
後
の
銀
行
部
門
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
。
こ
れ
ら
の
銀
行
は
危
機
時
に
政
府

に
よ
る
救
済
措
置
を
受
け
、
一
時
的
な
国
有
化
を

経
て
、
統
合
、
外
国
株
主
へ
の
売
り
出
し
な
ど
の

再
編
を
す
で
に
経
験
し
て
い
る
。

表
１
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
二
年
ほ
ど
前
か
ら

増
え
始
め
た
外
国
投
資
フ
ァ
ン
ド
や
外
国
銀
行
に

よ
る
買
収
で
、
上
位
民
間
銀
行
の
す
べ
て
に
外
資

が
入
っ
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
の
も
つ
投

資
会
社
で
あ
るTam

asek

社
はD

anam
on

と
Ｂ

Ｉ
Ｉ
と
あ
わ
せ
て
三
行
を
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
投
資

会
社
で
あ
るK

azanah

社
はN

iaga

とLippo

の

二
行
を
所
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｐ
Ｐ
は
こ

う
し
た
一
連
の
外
資
に
よ
る
買
収
の
流
れ
を
止
め

る
方
向
に
あ
る
と
も
み
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
Ｓ

Ｐ
Ｐ
に
対
処
す
る
動
き
は
始
ま
っ
て
お
り
、Far-

allon C
apital

と
共
同
で
民
間
最
大
手
Ｂ
Ｃ
Ａ
を

所
有
し
て
い
る
大
手
タ
バ
コ
メ
ー
カ
ー
の

D
jarum

 G
roup

は
、H

aga

とH
agakita

も
所
有

し
て
い
た
が
、
こ
の
二
行
を
オ
ラ
ン
ダ
のR

abo-

bank

へ
売
却
し
た
。R

abobank

も
Ｓ
Ｐ
Ｐ
を
遵

守
す
る
た
め
に
は
、
二
行
を
統
合
す
る
な
ど
の
措

置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、K

aza-

nah

が
有
す
る
上
位
行
二
行
（N

iaga

とLippo

）

の
統
合
も
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
が
、
二
行
の
う

ちN
iaga

は
特
に
優
良
行
で
あ
る
た
め
、
Ｂ
Ｃ
Ａ

を
所
有
す
るFarallon

が
関
心
を
示
し
て
い
る
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。

●
外
国
銀
行
に
よ
る
買
収

上
位
銀
行
を
め
ぐ
る
買
収
劇
の
一
方
で
、
外
国

銀
行
に
よ
る
中
堅
、
中
小
銀
行
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
た
買
収
も
進
ん
で
い
る
。
中
堅
優
良
銀
行
と
さ

れ
る
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
、B

uana

は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
が
出
さ
れ

た
後
に
、
経
営
基
盤
強
化
の
目
的
で
、
そ
れ
ぞ
れ

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
Ｕ
Ｏ
Ｂ
と
Ｏ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
か
ら
の
買

収
を
受
け
入
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
は
両

行
の
株
式
の
大
半
を
Ｕ
Ｏ
Ｂ
と
Ｏ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
が
所
有

し
て
い
る
（
表
1
）。
こ
れ
ら
の
買
収
は
、
両
行

に
よ
る
経
営
基
盤
強
化
の
た
め
の
戦
略
的
売
却
と

み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
最
近
目
に
つ
く
の
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

銀
行
市
場
へ
の
新
規
参
入
を
目
論
む
外
国
銀
行
に

よ
る
中
小
銀
行
の
買
収
で
あ
る
。
例
え
ば
、
二
○

○
六
年
八
月
に
は
東
京
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
が
消
費

者
金
融
大
手
の
ア
コ
ム
と
共
同
で
中
規
模
外
為
銀

行N
usantara Parahyangan

（
二
○
○
六
年
六
月

時
点
、
資
産
順
位
五
七
位
）
の
買
収
を
決
め
、
中

国
の
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
（Industrial and C

om
m

ercial 

B
ank of C

hina

）
もH

alim
 Indonesia （

外
為
銀
行
、

同
一
○
三
位
）
の
買
収
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た

上
述
のR

abobank

は
、H

aga

とH
agakita

（
外

為
銀
行
、
同
五
一
位
と
八
九
位
）
を
買
収
し
た
。

こ
れ
に
加
え
イ
ン
ド
の
最
大
銀
行
で
あ
るState 

B
ank of India

はIndoM
onex

（
同
一
一
三
位
） 

を
、B

ank of India

はSw
adesi

（
同
九
一
位
）
を

買
収
し
た
。
こ
れ
は
最
近
の
イ
ン
ド
企
業
の
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
の
事
業
展
開
に
あ
わ
せ
て
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
銀
行
市
場
へ
の
参
入
の
足
が
か
り
を
得
た

表 1　主要銀行の株主

（出所）InfoBank その他資料より筆者作成。

買収のパターン 買収企業 銀行名 持株比率 種類

外資による再建済み
銀行買収

Standard Chartered Bank Bank Permata
Standard Chartered Bank

32％
100％

民間・再建
外国銀行

Farallon Capital Management LLC, Bambang Hartono, Robert Budi Hartono BCA 51％ 民間・再建

外銀と中堅銀行の戦
略的買収

United Overseas Bank （UOB） Bank Buana
UOB Indonesia

61％
99％

民間・優良
合弁銀行

OCBC Bank Bank NISP
OCBC Indonesia

72％
99％

民間・優良
合弁銀行

外国投資会社による
買収

Tamasek Group
　Asia Financial （Indonesia）PTE Ltd
　Sorak Financial Holdings Pte. Ltd.
　DBS

Bank Danamon
BII
DBS Indonesia

69％
56％
99％

民間・再建
民間・再建
合弁銀行

Khazanah Nasional Berhard
　Bumiputra-Commerce Holdings Berhard
　Santubong Investment B.V.

Bank Niaga
Bank Lippo

64％
87％

民間・再建
民間・再建
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い
両
行
に
と
っ
て
、
独
自
で
新
規
に
ラ
イ
セ
ン
ス

を
取
得
す
る
よ
り
、
買
収
の
方
が
コ
ス
ト
が
低
か

っ
た
た
め
で
あ
る
。

さ
ら
に
中
東
の
銀
行
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
金
融
の

拡
大
先
と
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
市
場
に
目
を
向
け

て
い
る
。
二
○
○
五
年
に
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
の

B
oubyan B

ank

が
イ
ス
ラ
ー
ム
銀
行
で
あ
る

B
ank M

uam
alat

の
株
式
二
○
％
を
取
得
し
て
い

る
。
カ
タ
ー
ル
のQ

atar Islam
ic B

ank

も
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
銀
行
買
収
に
興
味
を
示
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
国
営
企
業
担
当
国
務
大
臣
府
は
、B

ank M
andiri 

Syariah

の
買
収
をQ

atar Islam
ic B

ank

へ
提
案
し

て
い
る
。
ま
た
豪
州
のM

acquarie Infrastructure 

B
ank 

とW
estpac

な
ど
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
地
場

銀
行
の
買
収
を
検
討
し
て
い
る
。

●
さ
ら
な
る
発
展
に
む
け
て

中
銀
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
に
基
づ
き
最
低
一
つ
は
国
際
的

に
通
用
す
る
銀
行
を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

る
。
ま
た
、
銀
行
数
を
、
管
理
監
督
が
十
分
に
行

き
届
く
と
思
わ
れ
る
八
○
行
程
度
ま
で
減
ら
し
た

い
と
い
う
思
惑
も
あ
る
。
こ
う
し
た
再
編
の
作
業

は
容
易
で
は
な
い
が
、
中
銀
の
指
導
の
も
と
達
成

は
可
能
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
銀
行
部
門
全
体
の
発
展
の
た
め
に
は
、

一
三
一
行
の
整
理
だ
け
で
は
十
分
と
は
い
え
な
い
。

国
際
的
に
通
用
す
る
銀
行
は
ま
だ
な
い
と
し
て
も
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
す
で
に
近
代
的
な
銀
行
シ
ス
テ

ム
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
・
二
億
の
人
口

を
抱
え
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ど
れ
だ
け
の
人
口
が

金
融
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。

Ａ
Ｐ
Ｉ
が
示
す
銀
行
部
門
再
編
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
金
融
部
門
の
ほ
ん
の
一
部
で
し
か
な
い
。
ま

さ
に
Ａ
Ｐ
Ｉ
が
示
す
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂
上
部
分
で

し
か
な
い
の
で
あ
る
。
中
銀
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂

点
を
国
際
銀
行
と
し
た
い
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ

以
上
に
重
要
な
の
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
底
辺
に
あ

る
部
門
を
ど
の
よ
う
に
拡
充
し
、
発
展
さ
せ
て
い

く
の
か
、
銀
行
部
門
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
層
へ

の
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
、
国
と
し
て
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
銀
行
部
門
は
一
九
八
○
年
代

の
金
融
自
由
化
以
降
順
調
に
拡
大
し
て
き
た
。
そ

の
拡
大
も
一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
と
そ

れ
に
続
く
銀
行
危
機
に
よ
り
、
停
滞
し
て
い
る
。

金
融
部
門
の
発
展
の
度
合
い
を
測
る
指
標
と
し
て

通
貨
供
給
量
を
国
内
総
生
産
で
除
し
た
も
の
（
Ｍ

２
／
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
が
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
二
○

○
五
年
の
数
値
は
○
・
四
程
度
で
あ
る
。
危
機
直

前
の
一
九
九
七
年
に
は
○
・
六
を
超
え
て
い
た
が
、

そ
れ
を
ピ
ー
ク
に
低
下
し
て
い
る
。
他
の
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
諸
国
の
二
○
○
五
年
の
数
値
と
比
べ
る
と
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
○
・
五
と
は
同
程
度
で
あ
る
が
、

タ
イ
の
一
・
一
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
一
・
三
に
比
べ

て
は
る
か
に
低
く
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
金
融
深

化
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

現
在
の
一
三
一
行
を
整
理
し
、
そ
こ
を
通
じ
て

実
物
経
済
へ
の
資
金
供
給
を
増
や
す
こ
と
は
重
要

で
は
あ
る
が
、
さ
ら
に
金
融
深
化
を
進
め
る
た
め

に
は
、
よ
り
小
規
模
な
銀
行
や
金
融
組
織
の
整
備

が
不
可
欠
で
あ
る
。Pakto 2006

で
は
、
補
助
的

銀
行
と
さ
れ
る
庶
民
信
用
銀
行
（B

ank Perkredi-

tan R
akyat

＝
Ｂ
Ｐ
Ｒ
）
を
中
小
企
業
金
融
の
核

と
す
る
よ
う
整
備
を
進
め
て
い
る
。
現
在
、
九
○

○
○
近
く
の
Ｂ
Ｐ
Ｒ
が
存
在
し
て
い
る
が
、
多
く

は
支
店
も
な
い
家
族
経
営
の
零
細
金
融
機
関
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
中
銀
は
中
小
企
業
振
興
を
は
か

る
た
め
、
一
般
商
業
銀
行
と
Ｂ
Ｐ
Ｒ
の
リ
ン
ケ
ー

ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
す
る
と
同
時
に
、
Ｂ
Ｐ
Ｒ

に
四
半
期
毎
の
報
告
書
の
提
出
を
義
務
付
け
、
Ｂ

Ｐ
Ｒ
の
経
営
の
透
明
性
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
下
に
目
を
む
け
る
と
、
Ｂ
Ｐ
Ｒ
よ
り
も
規

模
の
小
さ
な
金
融
組
織
が
数
多
く
存
在
す
る
。
財

団
（Yayasan

）、
貯
蓄
貸
出
信
用
組
合
（K

opera-

si Sim
pan Pinjam

）、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
に
則
っ
た

金
融
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
Ｂ
Ｍ
Ｔ
な
ど
で
あ
る
。

arisan

と
呼
ば
れ
る
講
に
い
た
っ
て
は
無
数
に
存

在
す
る
。
現
在
は
、
Ｂ
Ｐ
Ｒ
の
本
格
的
な
整
備
に

よ
う
や
く
着
手
し
た
段
階
だ
が
、
今
後
は
こ
う
し

た
小
規
模
な
金
融
組
織
の
制
度
化
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
と
な
る
。
生
活
に
身
近
な
金
融
組
織
の
整

備
を
通
じ
て
、
国
民
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
よ
り
容
易
に
す
る
こ
と
が
、
さ
ら
な
る
金

融
部
門
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。

（ 

は
ま
だ　

み
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
開
発

研
究
セ
ン
タ
ー
）
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